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全国地質調査業協会連合会は、公共事業のコスト縮
減に貢献するために地質リスクに関する研究を行ってい
ます。地質条件自体とその不確実性は、工事コストだけ
でなく維持管理費を含めた事業コスト、さらには社会的
費用、時間的費用を含めた総コストに大きな影響を及ぼ
します。

地質リスクをタイムリーにマネジメントしコスト縮減を
達成するということは、地質リスクを抽出し、対策を検討・
実施することによりリスクを低減しながら事業を進めてい
くプロセスです。地質リスクマネジメントシステムを効果
的に運用するためには以下の3つの要素が必要です。

①発注者の側に立つ技術顧問制度
②リスク計量手法の確立
③マネジメントシステムの確立

公共事業に地質リスクマネジメントを適用することによ
り、以下のような効果が期待できます。

●地質リスク対策による工期短縮、コスト縮減と納
税者の信頼獲得を可能とする　

●事後対応から事前対応への変更による円滑な合
意形成が可能となる　

●悲観的リスクから出発するプロセスマネジメント
により説明責任とリスクコミュニケーションに寄
与する　

●プロジェクトの各段階から次の段階へのリスク引
渡内容が明確となる

地質リスクに関する調査・研究は、高知工科大学渡邊
法美教授を委員長とする全国地質調査業協会連合会の

「企業間連携の推進に関する調査・研究委員会」において
行われています。　　　　　　　　　　　　　（K.T 記）

地質リスクマネジメント
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構　　想 計　　画 設　　計 工　　事 運　　用

悲観的リスクの抽出。
対応は後段へ移転さ
れる。

費用便益の検討の下
で地質リスクは楽観的
に扱われる。
地質調査は計画の後。

設計のための調査が
主体で、工事には不十
分な地質調査で設計
することもある。

設計条件と異なる事
象は予見し難い条件
として設計変更を余
儀なくされる。ここで
リスクを処理する。

構想・計画段階で潜在
化したリスクへの対応
を継続することにな
る。

発注者側に地質専門
家（地質の技術顧問）
を置き、悲観的リスク
項目の抽出・計量化を
試みる。各事業段階の
地質リスクを把握す
る。

地質リスクを考慮し
た計画を検討する。コ
スト縮減のための効
率的かつ効果的な調
査を計画前に行う。
→トータルコストの低
減が図れる。

計画段階から移転さ
れるリスク情報を元に
これを低減させる設
計を行う。
→リスク低減が図れ
る。

予見し難い地質条件
が絞り込まれており、
効果的なリスク対応
が可能である。コスト
の増大が押さえられ
る。

構想・計画段階で運用
段階のリスクも検討し
てあるため、運用リス
クの低減が図れる。

地質リスクマネジメント
【技術顧問制度】

【プロセス管理システム】

従来の手法

提案する手法

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 手 法 と そ の 効 果地 質
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構　　想 計　　画 設　　計 工　　事 運　　用

悲観的リスクの抽出。
対応は後段へ移転さ
れる。

費用便益の検討の下
で地質リスクは楽観的
に扱われる。
地質調査は計画の後。

設計のための調査が
主体で、工事には不十
分な地質調査で設計
することもある。

設計条件と異なる事
象は予見し難い条件
として設計変更を余
儀なくされる。ここで
リスクを処理する。

構想・計画段階で潜在
化したリスクへの対応
を継続することにな
る。

発注者側に地質専門
家（地質の技術顧問）
を置き、悲観的リスク
項目の抽出・計量化を
試みる。各事業段階の
地質リスクを把握す
る。

地質リスクを考慮し
た計画を検討する。コ
スト縮減のための効
率的かつ効果的な調
査を計画前に行う。
→トータルコストの低
減が図れる。

計画段階から移転さ
れるリスク情報を元に
これを低減させる設
計を行う。
→リスク低減が図れ
る。

予見し難い地質条件
が絞り込まれており、
効果的なリスク対応
が可能である。コスト
の増大が押さえられ
る。

構想・計画段階で運用
段階のリスクも検討し
てあるため、運用リス
クの低減が図れる。

地質リスクマネジメント
【技術顧問制度】

【プロセス管理システム】

従来の手法

提案する手法

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 手 法 と そ の 効 果地 質

㈳全国地質調査業協会連合会（2007）「地質リスクに関する調査研究」を要約




